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宇
治
市
教
育
委
員
会
で

一
は
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十

ご
二
年
度
の
児
童
・
生
徒
の
一

一
生
活
指
導
の
取
り
組
み
状
一

況
を
ま
と
め
、
市
内
の
小
一

一
中
、
高
校
を
は
じ
め
、
青
一

一
少
年
の
健
全
育
成
に
携
わ
一

一
る
市
民
団
体
に
配
布
し
ま
一

一
し
た
。
。
そ
こ
で
、
こ
の
中
一

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
Ｉ

児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動
一

と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
、
一

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
一

一
・
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
一

生
徒
の
学
校
で
の
忠
Ｓ
は
、
時
間

的
に
は
授
菜
が
そ
の
大
半
で
す
が
、

そ
の
ほ
か
に
も
放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
学

級
単
位
で
過
ご
す

場
合
と
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
よ
う
に
。

た
て
わ
り
集
団
‘

で
過
ご
す
場
合
が

で
て
き
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、

学
校
毘
ほ
集
団

生
活
で
あ
り
、
一

日
を
有
意
義
な
充

実
し
た
も
の
に
す

生活指導から

る
た
め
に
は
、
集
団
と
し
て
の
規
律

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
中
学
校
で
は
、
朝
の
出

席
確
認
や
健
康
状
態
の
観
察
に
始
ま
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5
3
年
度
生
活
指
導
取
組
み
状
況
か
ら

登
校
拒
否
・
怠
学
も
増
加
傾
向

宇
治
市
は
、
高
度
経
済
成
長
の
あ

お
り
を
受
け
て
、
急
激
に
宅
捷
歳

が
す
す
み
、
若
年
市
民
の
人
口
急
増

を
招
き
ま
し
た
。
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
に
つ
れ
て
転
入

つ
て
下
校
に
至
る
ま
で
、
生
徒
の
一

日
の
世
路
合
わ
せ
た
生
活
指
導
の

チ
‘
ヅ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
、
全
校

一
致
し
て
生
活
指
導
に
当
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
生
活
指
導
は
、
学
習

の
た
め
の
心
身
の
条
件
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
規
律
は
も

生
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
遊
び
場
で
あ
っ
た
山

や
川
、
広
場
な
ど
が
失
わ
れ
、
さ
ら

に
忿
廻
事
情
も
登
逮
に
ｆ
ｆ
ｉ
化
。
地
双

の
拐
四
性
も
’
つ
す
れ
る
と
い
’
つ
都
市

元気よくプールではしゃぐ子どもたち

（菟道／ｊ嘩校プールで）

は
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
、
家
庭
で
の

様
子
と
ち
が
っ
た
側
面
を
出
し
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
も
し
、
あ
な
た
の

子
ど
も
が
学
校
か
ら
指
導
を
受
け
れ

ば
、
そ
の
内
容
を
理
解
し
、
協
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
一
つ

で
す
。
教
師
と
親
の
意
見
が
一
致
し

67．29平方キロメ

化
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
代
の
享
楽

的
風
潮
や
進
学
偏
向
の
学
校
教
育
、

拝
一
匝
小
況
に
よ
る
家
庭
の
ひ
ず
み
な

ど
の
妥
因
が
重
な
り
、
少
年
の
心
身

に
多
く
の
悪
影
響
が
及
ん
で
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、

最
近
の
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
助
の

傾
向
を
み
ま
す
と
、
低
年
齢
化
す
る

鳥
倉
助
役
を
再
任

さ
る
六
月
二
十
九
日
の
市
議
会
本

会
議
で
、
鳥
倉
友
次
助
役
（
6
4
歳
）

が
再
ぴ
雲
居
助
役
に
選
任
さ
れ
、

七
月
十
五
日
付
で
発
令
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
で
万
場
一
致
の
同
意
を
得

た
鳥
倉
助
役
は
、
「
三
た
ぴ
助
役
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
光
栄
に
存

と
と
も
に
、
集
団
化
、
広
域
化
、
潜

在
化
し
、
な
か
で
立
孚
の
非
行
の

増
加
が
目
立
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響

が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宇
治
市
教
育
委
員
会
で

は
、
五
十
三
、
五
十
四
両
年
度
に
わ

た
り
、
西
小
倉
中
学
校
泰
甲
心
に
市

内
の
全
中
学
校
が
京
都
府
Ｑ
ｌ
Ｈ
ｆ
ｆ
ｉ
Ｋ

導
研
究
推
進
校
の
指
定
を
受
け
、
校

内
、
外
の
忠
氾
奪
に
全
力
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
中
間
総
括

と
し
て
、
忠
1
琢
の
取
り
組
み
状

況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

女
生
徒
の
問
題
行
動
が
ふ
え
る

種
別
で
も
多
様
化

ま
ず
、
ま
と
め
か
ら
小
学
校
児
童

の
問
題
行
動
を
み
ま
す
と
、
昨
年
四

月
か
ら
こ
と
し
二
月
ま
で
の
問
題
発

生
は
の
ぺ
二
十
件
三
十
五
人
で
す
。

そ
の
内
訳
は
、

切
男
子
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ク
ル
ー

プ
で
の
行
動
が
目
立
つ
。

基
本
的
な
生
活
習
慣

家
庭
で
し
つ
け
を

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
徒
の
内
面
的
な

問
題
の
解
決
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
指
導
を

通
し
て
、
と
く
に
感
じ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
学
校
の
集
団
ｍ
の
中
で

な
い
場
合
、
必
ず
生
徒
の
行
勁
に
反

映
し
、
好
ま
し
く
な
い
結
果
が
あ
ら

わ
れ
る
か
ら
で
す
。

つ
ぎ
に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
て
い
な
い
生
徒
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
朝

の
陛
圓
や
排
せ
つ
を
し
て
か
ら
登
校

つ
け
た
上
で
成
り

立
ち
、
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
下
校
後
か

ら
登
校
す
る
ま
で
の
間
、
子
ど
も
の

行
動
を
し
っ
か
の
と
掌
握
し
、
信
頼

感
の
あ
る
親
子
関
係
を
築
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
指
導
推
進
貝

尾
鍋
一
郎

岡
万
引
が
ト
″
プ
を
占
め
る
（
男
子

二
十
一
人
、
女
子
四
人
）
。
盗
品

は
文
房
具
・
玩
具
・
ガ
ム
な
ど
。

朗
暴
力
行
為
は
五
件
で
、
教
室
内
の

け
ん
か
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

他
校
児
童
を
カ
ッ
タ
・
・
‐
ナ
イ
フ
で

お
ど
す
事
件
が
あ
っ
た
。

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
病
虚
弱
に
よ
る
長
欠

が
十
四
人
、
登
校
拒
否
が
十
六
人
も

あ
り
、
い
ず
れ
も
毎
年
ふ
え
続
け
て

い
ま
す
。

一
方
、
中
学
校
生
徒
を
み
ま
す
と

問
題
発
生
は
の
べ
二
百
九
件
四
百
六

十
一
人
に
の
ぽ
り
、
そ
の
内
訳
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

帥
最
も
多
い
の
が
暴
力
行
為
で
三
十

八
件
百
十
人
、
次
い
で
、
万
引
が

二
十
九
件
六
十
六
人
、
喫
煙
が
十

八
件
六
十
五
人
、
家
出
が
十
七
件

二
十
二
人
、
窃
盗
が
十
四
件
二
十

七
人
、
異
性
関
係
九
件
十
六
人
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

倒
日
常
的
に
家
’
ｍ
問
を
必
要
と
す

る
登
校
拒
否
が
十
人
、
怠
学
が
五

人
あ
り
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

・
㈲
京
都
市
南
部
の
中
学
生
と
の
暴
力

事
件
な
ど
、
他
校
生
と
の
間
の
ａ

じ
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
現
在
、
宇

治
市
は
財
政
自
恣
丹
建
、
人
口
急
増

に
よ
る
問
題
を
か
か
え
る
中
で
、
国

や
府
の
事
業
も
あ
り
、
市
民
畏
頑
に

応
え
て
都
市
基
盤
整
備
を
充
実
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

長
方
針
に
も
と
づ
き
、
初
心
を
忘
れ

ず
日
々
新
し
い
気
持
で
宇
治
市
茜
辰

力
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た

他
校
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
の

万
引
や
暴
力
行
為
も
あ
る
。
と
く

に
、
万
引
は
広
域
化
し
、
京
都
市

内
の
ス
ー
パ
ー
に
出
か
け
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

叫
女
生
徒
の
問
題
行
勁
が
増
加
し
て

い
る
。
と
く
に
、
匹
荏
関
係
で
は

男
子
を
上
ま
わ
り
（
六
件
十
人
）

子
ど
も
を
育
て
る

お
母
さ
ん
へ
1
1
問

に
尽
し
ま
す
』
と
あ
い
さ
つ
。

主
な
略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
住
所
・
・
・
乙
訓
郡
大
山
崎
町
下
植
野

宮
脇
一
の
Ｉ
（
）
一

▽
日
本
杏
涵
等
工
学
校
土
木
科
卒

業
後
、
京
都
府
に
助
務
。
ｚ
呈

木
工
惜
所
長
・
京
都
土
木
工
営
所

長
を
経
て
、
昭
和
四
十
一
年
宇
治

市
へ
派
遣
、
建
設
部
長
を
つ
と
め

た
あ
と
、
四
十
六
年
か
ら
宇
治
市

助
役
を
歴
任
、
Ξ
期
目
。

家
出
は
同
数
（
八
件
十
一
人
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
問
題
行
動

の
種
別
で
も
、
暴
力
・
万
引
・
喫

煙
な
ど
男
子
と
ほ
ぽ
同
じ
よ
う
に

多
様
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
行
動
に
対
し
て
は

学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
、
地
域
社

会
、
警
察
な
ど
の
関
係
槻
関
の
よ
り

緊
密
な
連
携
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

（その2）

回
ご
主
人
は
。
が
ん
こ
’
。
で
す
か
。

－
子
ど
も
が
ま
と
も
に
育
つ
家

庭
に
は
、
が
ん
こ
親
父
と
や
さ
し

い
お
母
さ
ん
。

朗
ほ
め
言
葉
は
ご
主
人
の
役
割
で
し

非行も病気と同じ

徴候の早期発見を

夜遊びは要注意

よ
う
か
。
1
父
親
の
ほ
め
言
栞

は
、
子
ど
も
が
自
僣
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
す
。

田
子
ど
な
と
、
も
め
て
い
ま
す
か
。

―
反
抗
は
。
お
と
な
入
り
’
の

証
拠
。
簡
単
に
折
れ
ず
に
、
ダ
メ

学
校
教
育
上
の

問
題
点
と
課
題

な
も
の
は
「
ダ
メ
」
と
言
い
切
る

強
さ
を
。

㈲
家
計
を
子
ど
も
に
公
開
で
き
ま
す

か
。
－
共
働
き
の
家
庭
か
ら
非

行
少
年
。
そ
れ
は
、
共
働
き
の
理

由
が
子
ど
も
に
よ
く
理
解
で
き
て

い
な
い
た
め
で
す
。

叩
朝
は
ど
れ
だ
け
黙
っ
て
い
ら
れ
ま

す
か
。
・
‐
‐
－
「
早
よ
ａ
き
」
「
早

よ
顔
を
洗
い
」
「
早
よ
ご
飯
食
べ

な
さ
い
」
「
忘
れ
も
の
な
い
か
」

と
、
毎
朝
の
言
い
す
ぎ
は
ダ
メ
。

ω
成
長
に
応
じ
た
名
前
を
呼
ぴ
ま
す

か
。
－
‐
・
「
ぽ
く
ち
ゃ
ん
」
「
ｏ

ｏ
ち
ゃ
ん
」
は
低
学
年
ま
で
。

㈲
買
物
に
は
意
見
を
言
い
ま
す
か
。

―
た
と
え
子
ど
も
の
お
命
一
で
も

何
に
使
う
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
自
分
の
。
一
一
オ
イ
’
を
お
持
ち
で

す
か
。
－
子
ど
も
は
お
母
さ
ん

ら
し
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。
案
外

ヌ
カ
ミ
ソ
く
さ
い
お
母
さ
ん
が
好

き
で
す
よ
。

㈲
わ
が
家
独
自
の
生
き
方
が
あ
り
ま

す
か
。
―
「
皆
が
持
っ
て
い
る

よ
」
「
皆
が
や
っ
て
い
る
」
と
い

う
流
れ
に
乗
る
の
は
問
題
。
強
い

家
風
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

闘
進
学
な
ど
の
コ
ー
ス
選
ぴ
は
子
ど

も
に
や
ら
せ
て
い
ま
す
か
。
－
一

子
ど
も
不
在
の
＝
‐
ス
選
び
は
子
・

ど
も
が
や
る
気
を
な
く
し
ま
す
。

一

宇宇

治

Ｉｆ治

察

署市

大切なボーナス、ひとまず中信へ。

ｍ日への備えをじっくりと考

えたい季節です。ミドリーノ

中信も皆さまの身近かなご相

談役として、お役に立たせて

いただきます。ナ

743

７
月
は
非
行
防
止
月
間

暴
力
・
万
引
き
が
ト
ッ
プ
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市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
強
い
要
望
で
あ
っ

た
休
日
の
急
病
診
療
を
行
う
「
宇
治
市
休
日
急
病
診

療
所
」
を
建
設
し
て
い
ま
す
が
、
八
月
上
旬
に
は
完

成
の
予
定
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
診
療
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

一
‥
し
ょ
う
。

休
日
急
病
診
療
所
は
、
市
役
所
向

い
側
の
市
有
地
で
昨
年
十
二
月
に
着

工
。
現
在
、
完
成
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
休
日
の
医
療
体
制
確
立

は
市
民
の
大
き
な
願
望
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
は
。
市
民
の
く
ら
し

と
健
康
を
守
る
″
と
い
う
施
政
の
基

本
方
針
か
ら
、
五
十
二
年
四
月
に
市

民
や
医
療
関
係
者
な
ら
び
に
市
議
会

な
ど
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
医
療

問
題
懇
談
会
」
を
設
置
。
医
療
体
制

の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
と
く
に
、

休
日
な
ど
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
総
予
算
二
億
六
、
一
八

3
階

一
回
1
1
1
1
1
1
1
－
！
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
ｌ
ｒ
－
ｉ
－
－
ｊ
－
一
－
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
ｊ
ｌ
―
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ
！
↓
－
1
1
1
1
－
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
一
一
－
－
－
―
1
1
1
1
1
1
1
－
―
－
ｌ
ｌ

－
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
！
―
1
1
1
1
1
1
1
1
ｔ
―
Ｉ
Ｉ
－
ｒ
ゆ
1
1
1
－
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
1
－
1
ゆ
Ｉ
ｌ
ｄ
―
Ｌ
－
－
―
―
－
1
1
1
1
ｉ
ｌ
ｌ
一
一
Ｉ
Ｉ
―
Ｉ
ｌ
ｉ
－
1
1
4
1
－
ｉ
―
―
1
1
1
1
1
1
1
ｒ
4
1
ｒ
ｒ
ｌ
；
―
！
―
！
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

■
－
ｄ
ｊ
ｌ
－
■
―
ｌ
ｌ
ふ
1
1
1
1
－
ｉ
－
ｒ
－
！

―
ｉ
―
―
―
－
－
1
1
1
1
『
ｒ
－
Ｉ
■
－
－
－
―
ｄ
―
Ｉ
■
一
Ｉ
Ｉ

四
万
円
で
着
工
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
休
日
診
療
所
の
開
設
に

つ
い
て
は
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
と
も
協
議
の
う
え
ご
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
完
成
を

2
階

待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
休
日
急
病
診
療
所
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
一
階
に

あ
り
ま
す
。
二
階
と
三
階
が
保
健
セ

ン
タ
ー
、
三
階
の
一
部
が
医
療
会
館

「保健医療センター」の建設工事（左後方は市庁舎）

と
な
っ
て
お
り
、
建
物
全
部
を
総
称

し
て
「
宇
治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
延
床
面
積

は
、
一
、
四
七
四
・
八
平
方
μ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
◇

こ
の
施
設
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

休
日
急
病
診
療
所

一
階
の
休
日
急
病
診
療
所
は
日
曜

口
や
祝
日
、
振
替
休
日
、
年
末
年
始

（
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
）
に
開
設
し
て
お
り
、
市
民
が

急
病
の
場
合
に
応
急
的
な
診
療
を
す

る
施
設
で
す
。

診
療
科
目
は
内
科
と
小
児
科
、
歯

科
。
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
と
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
す
が
、
受
付
時
間
は
午
前
九
時
五

十
分
か
ら
午
後
四
時
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。
急
病
な
ど
で
診
察
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
「
健
康
保
険
証
」
を
受
付
に

提
示
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

1

階

診
察
を
受
け
て
い
た
だ
く
方
法
は

職
員
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

初
診
料
、
診
察
料
な
ど
必
要
な
費
用

は
、
会
計
窓
口
で
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
会
館

当校の公ｍ学力テストの目的は．0）当校生にとっては当校外の秀才と力を競うことにより向学の意欧をいや増

しに商め、平素の当校での学習に清新の訊を吹き込み．Ｒ当≫≪外の’Ｊｉｍ・生儲にとっては平素の学習の成果を省

校生と比べることによ0．容観的にｒｉ分の力を摂－し．独善を排し、将来の学習針画・力針を修正するのに役立

宇
治
市
民
憲
章

Ｉ979≪ｒ－公開学力テスト

官旛予密書（毎月杭4日曜日）

回 月日 対象学年

5 7月22日 ・1－6―中3

6 8月26日 ●

7 9月23日

8 10月28日 ゛●

9 11月25日 ●

10 12月23日 ●

11 1月27日 ●

ち、また、ｉｔ験校決定の資料とすること／Ｉ’でＳる。

以上の目的で、次の要傾に従い実施いたしますので、この機会に是非．ｔｉ子様が受験

されますようご案内いたします。

（Ｉ）テスト対象学年と科目小6（ＨＩ．算・理）中ｌ・2英・放）中3（英・数・哩）

（2）日時
小6・中3は午前10時－12時中1・中2は午前10時30分～Ｕ時50分

（3）テスト会場 本校・伊勢田校

（4）答案の処理 順ｍ席次）、各科得点頻度表及び模範答案を答案と同封し、3日後到着予定で郵送します。

（5）申込と受験料
ＫＰＳ本部（電話）0774－24－0ｍ（代）まで。受験料2．000円（但、当日受付の方は2．500円です）

（基礎コース）

小享～小6

（1811＊間）

13，000円

（受験3ース】

小5・小6

（34時間）

25．000円

中1・中2

一

笑・≫：英・放・理

（大学道学コー

浪人・高

（1・2・3ｆ－

（選択科目）
（科目）

（2α時間）13，0（Ｗ円

（ｌ科目34時Ｉ！Ｉ1）2Ｓ，000円

（2科目Ｍ時間）25．（0）円

授業料

ｗ温）

744

施
設
の
案
内

市民の健康守る休日急病診療所

まもなくオープン
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心
と
か
ら
だ
を
き
た
え
健
康
を
増
進
し
ま
し
ょ
う

745

少
年
少
女
合
唱
団
結
成

第
一
期
生
の
募
集

国
際
児
童
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
」
を
結

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

団
員
第
一
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
合
唱
団
は
、
合
唱
活
動
を
通

じ
て
自
主
的
で
情
操
豊
か
な
少
年
少

女
の
育
成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
発

表
会
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

団
員
は
毎
年
募
集
し
ま
す
が
、
今

回
の
募
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
資
格
…
市
内
に
住
ん
で
い
る
小

学
校
（
国
公
私
立
を
問
い
ま
せ

ん
）
5
年
生
と
6
年
生
の
男
子

・
女
子
で
、
原
則
と
し
て
中
学

’
校
卒
業
ま
で
続
け
ら
れ
る
児
童

▽
募
集
人
員
・
：
6
0
人

▽
会
費
…
月
額
一
〇
〇
〇
円
（
楽

譜
代
や
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▽
練
習
・
・
・
市
民
会
館
や
市
内
の
小

学
校
音
楽
富
一
（
予
定
）
で
、
定

期
練
ガ
は
毎
迎
土
岡
目
の
午
後

希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
保
護
者
の
署
名
と
印
鑑

を
押
し
た
う
え
7
月
1
6
ロ
か
ら
2
5
日

ま
で
（
2
5
日
の
消
印
有
効
）
に
、
宇
治

お知らせ

貸
出
し
ま
す

子
ど
も
映
画

・
ち
ど
り
と
子
ど
も
た
ち

Ａ
8
月
7
日
～
1
3
日
Ｖ

・
魔
法
使
い
チ
ャ
。
ピ
ー

・
鬼
の
か
た
う
で

・
黄
色
い
雨
か
さ

・
海
の
あ
し
た

Λ
8
月
1
4
日
～
2
0
日
Ｖ

・
あ
か
ず
き
ん

・
お
や
ゆ
び
姫

3
1
分

2
5
分

1
1
分

3
0
分

ｓ
分

1
9
分

1
0
分

・
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
1
8
分

・
カ
マ
キ
リ
の
お
じ
ぞ
う
さ
ま
1
2
分

Ａ
8
月
2
7
日
～
3
1
日
Ｖ

・
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
救
助
隊
1
2
分

・
白
い
象
1
3
分

・
長
ぐ
つ
父
さ
ん
4
1
分

・
ダ
ン
プ
母
さ
ん
と
6
人
の
子
ど
も

た
ち
4
0
分

（
公
民
館
）

手
話
の
学
習
教
室

申
込
み
は
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課

障
害
福
祉
係
（
電
話
0
3
1
4
1

番
）
へ
。

（
福
祉
課
）

1
1
1
1
1
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Φ
1
1
碁
一
1
1
1
1
1
1
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Ｓ

育
成
指
導
員
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
育
成
指
導

員
を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
資
格
…
昭
和
1
4
年
7
月
1
日
以

降
に
生
れ
た
女
子

希
望
の
人
は
、
市
販
の
履
歴
1
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ

た
う
え
、
7
月
1
6
日
ま
で
に
市
教
育

委
員
会
総
務
課
か
社
会
教
育
課
育
成

指
導
室
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
面
接
の
日
時
や
場
所
は
追

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
広
場

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
7
月
1
7
日
（
火
）
午
後
7
時
半
～

9
時
半
。
南
小
倉
小
学
校
で
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
。

Ｉ
－
1
1
ｆ
ｌ
一
1
1
－
一
－
Ｉ
一
回
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Φ
1
1
Φ
欄
1
1
1
1
1
1
1
1
Φ
Φ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Φ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
水
泳
教
室

7
月
2
4
日
（
火
）
か
ら
2
7
日
（
金
）

ま
で
の
午
後
6
時
半
か
ら
8
時
半
ま

で
、
大
久
保
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
。

対
象
は
一
般
男
女
で
定
員
3
0
人
。
登

録
料
は
四
百
円
。

申
込
み
は
登
録
料
を
そ
え
て
社
会

教
育
課
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

山
城
総
合
運
動
公
園

都
市
計
画
案
の
縦
覧

｀
・
一
・
～
．
．
．
・
Ｉ
・
・
一
・
／
・
．
．
・
Ｉ
．
・
・
一
・
＾
．
・
・
■
＾
・
．
．
．
≫
＾
．
．
”
≫
＾
－
．
．
．
≪
＾
．
．
．
．
1
．
．
・
ａ
Ｉ
・
・
・
．
1
一
．
一
一
一
一
・
・
・
／
ｓ
・
ｓ
ｅ
χ
″
・
・
？
・
・
．
．
χ
・
・
．
・
ノ
・
・
．
．

Ｊ
七
月
は
河
川
愛
護
月
間
と
な
っ
て
え
ぎ
り
、
水
が
あ
ふ
れ
る
原
因
と
な
…
…
…
…
…
…
…

．・●●’－●‘●●〃｀●●●｀－●‘’●／●●・●へ●｀1●，／●●．●へ・●゜゜Ｊ゛●．●へ．●‘●〃゜●．・へ・●’｀Ｊ゛●・●ｆ－●●ｌ’Ｗ゛

い
ま
す
。

河
川
は
発
電
に
利
川
さ
れ
た
り
、

生
活
川
水
を
供
給
し
て
く
れ
る
だ
け

で
な
く
、
水
を
浄
化
し
た
り
、
都
市

空
間
に
″
い
こ
い
’
と
’
や
す
ら
ぎ

の
場
・
を
与
え
て
く
れ
る
な
ど
、
私

た
ち
は
河
川
と
深
い
つ
な
が
り
を
持

つ
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
切
な
河

川
も
都
市
化
の
波

と
と
も
に
、
ゴ
ミ

や
汚
水
に
よ
っ
て

り
ま
す
。
ま
た
、
見
苦
し
い
ば
か
り

で
な
く
、
カ
な
ど
の
衛
生
害
虫
発
生

の
温
床
と
な
る
な
ど
の
問
題
も
お
こ

り
ま
す
。
一

こ
の
た
め
、
市
で
は
河
川
の
雑
草

の
刈
取
り
や
ゴ
ミ
ー
ヘ
ド
ロ
の
処
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心

諮

河
川
愛
護
月
間

川
は
生
活
の
オ
ア
シ
ス

浄
化
能
力
が
低
ド
し
て
お
り
、
魚
が
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
手
を
か
け

住
め
な
く
な
る
な
ど
河
川
を
と
り
ま
て
も
、
た
ち
ま
ち
ゴ
ミ
が
一
杯
の
川

く
環
境
か
悪
化
し
て
い
ま
す
。
河
川
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
実
悄
。
河
川

の
汚
れ
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
も
悪
を
美
し
く
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
巾
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み

と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
に
お
い
て
巾
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が
必

小
河
川
や
水
路
は
ド
プ
と
化
し
て
お
が
で
す
。

り
、
洪
水
時
に
は
ゴ
ミ
が
流
れ
を
さ
次
の
点
を
心
か
け
て
、
み
ん
な
の

－
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
畷
1
1
1
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
－
自
白
1
－
白
1
1
1
1
Φ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Φ
Ｓ
－
－
1
一
白
1
1
1
1
1
1
1
1

手
で
河
川
を
守
り

ぬ
き
た
い
も
の
で

す
。

○
ゴ
ミ
や
汚
水
な

ど
を
河
川
に
投

棄
し
な
い
よ
う

・
・
Ｆ
χ
・
．
・
・
ノ
・
・
．
・

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
堤
防
や
河
川
敷
を
利
用
し
た
後
は

紙
く
ず
、
空
カ
ン
、
釣
り
糸
な
ど

は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

＠
河
川
敷
な
ど
に
自
動
車
や
商
品
、

資
材
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
管
理
課
）

・
・
ヽ
1
・
．
・
・
Ｉ
・
・
・
・
ノ
ー
・
・
‘
・
χ
一
・
・
’
／
・
．
．
・
χ
・
・
・
・
．
／
・
・
・
・
Ｉ
．
一
・
・
Ｊ
°
・
・
・
く
・
・
・
・
Ｉ
・
・
・
．
1
・
．
・
・
Ｉ
・
’
・
・
～
・
・
・
ヽ
χ
Ｓ
・
・
・
’
／
・
・

市民の健康守る休日急病診
療所
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7月16日から燃
え
る
ゴ
ミ
週
二
回
収
集
に
続
い
て
燃
え
な
い
ゴ
ミ
も
、
夏
の
大
そ
う
じ
期
間
の

七
月
十
六
日
か
ら
現
在
の
二
十
日
間
隔
を
、
月
二
回
収
集
に
短
縮
し
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
は
相
当
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

さ
ら
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

日程表

ゴ
ミ
は
収
集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
増
え
つ
づ
け
る
ゴ
ミ
対
策

と
し
て
分
別
収
集
方
ｔ
ｉ
Ｊ
Ｍ
）
2
＞
’
燃

え
な
い
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
二
十
日
間

隔
で
収
集
。
ま
た
燃
え
る
ゴ
ミ
（
生

ゴ
ミ
）
は
一
昨
年
春
れ
か
ら
週
一
回

の
収
集
を
週
二
回
に
、
さ
ら
に
古
紙

回
収
高
倉
一
を
行
う
な
ど
。
ゴ
ミ
減
量

作
戦
’
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
日

常
忠
済
の
中
で
増
え
つ
づ
け
、
昨
年

度
の
年
間
収
集
一
は
四
十
二
年
度
の

五
倍
、
四
十
九
年
度
の
二
倍
に
も
あ

た
ゑ
♀
ｙ
以
上
に
な
り
、
市
民
一

人
当
た
り
の
一
日
排
出
量
も
四
十
九

年
度
の
二
倍
の
百
十
五
／
に
増
加
。

こ
の
た
め
、
「
収
集
回
靫
を
多
く

し
て
」
な
ど
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
妥
望
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹
底
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
初
日
十
五
日
の
大
そ
う

じ
の
翌
日
十
六
日
か
ら
月
二
回
収
集

を
行
い
ま
す
。

日
程
表
の
地
域
名

字
名
で
表
記

収
集
が
重
な
る
時

分
け
て
集
積
を

より分別の徹底を
最
近
、
野

菜
や
魚
も
発

泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
皿
の
上

に
の
せ
て
、

ピ
Ｉ
Ｉ
－
ル
で

バ
ッ
ク
す
る
「
ト
レ
ー
バ
ッ
ク
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
は
焼
却
す
る
と
有
害

ガ
ス
が
出
る
と
と
も
に
高
熟
を
出
し

焼
却
炉
の
寿
：
＜
ｅ
＊
Ｍ
か
く
し
ま
す
。

話
し
合
っ
て
ゴ
ミ
の
種
類
ご
と
に
集

碑
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
収
集
間
隔
の
短
縮
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
定
点
へ

ご
み
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

収
集
作
業
の
時
蘭
が
短
縮
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

古紙回収事業に

ご協力ください

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、

分
別
収
集
は
相
当
徹
底
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
収
集
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ

の
機
会
に
’
｛
ら
に
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
い

た
だ
ぐ
の
は
次
の
も
の
で
す
。

金
属
（
空
カ
ン
、
家
電
製
品
を
合

む
）
・
ガ
ラ
ス
ー
ピ
ン
ー
ゴ
ム
・
皮

ビ
’
Ｔ
ル
ー
ブ
ラ
ス
チ
プ
ク
・
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
・
陶
器
・
灰
類
。
、

め
、
定
点
収
集
方
式
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
の
分
別
、
水
切

り
の
徹
底
、
古
紙
回
収
高
良
の
推
進

な
ど
ゴ
ミ
減
ら
し
対
策
に
つ
い
て
、

い
っ
そ
う
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
清
掃
課
）

市
で
は
：
Ｔ
ｉ
’
”
ｇ
≪
＼
Ｊ
9
（
ｌ
ｇ
の
再
利
用
奮
昌
と
し
て

京
簡
一
収
事
巣
を
行
っ
て
い
ま
χ

こ
の
事
業
は
町
内
会
や
皇
饗
な
ど
の
団
体
と
協
定

を
錆
ぴ
、
古
紙
一
ａ
あ
た
り
五
円
の
報
償
金
ぶ
お
探
し

し
て
毎
週
水
曜
日
に
回
収
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
取
組
ま
れ
て
い
る
団
体
ぱ
宙
七
十
団
体
で
、

昨
年
、
一
年
間
に
八
一
公
ｂ
収
す
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。ま
だ
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
町
内
会
な
ど
は
、
十
分

に
話
し
合
っ
て
始
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
済
掃
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

夏
の
大
そ
う
じ

7
月
1
5
日
～
2
9
日

肘ＨＨａｕ勁

゜＊ａｌｉ°ＩＳ織ミｔｏＢＩ

く・｜棄集っスいずＩ

▽
飲
食
店
や
小
売
店

な
吸
呑
出
る
営

梁
上
の
ゴ
ミ
、
取

扱
い
上
危
険
な
ら

妙
京都デ5・”ｔ－り・ＵＳＳスの特色

特に衛生面には注意をし、保冷箱に入れて保冷車が宅配に伺っております。

ぐ’¨゛¨’¨””””’≒④栄養管理をおまヵヽせ下さしヽ
とかくぉ母様の料理はかたよりがち。専任の栄養士が、カｎリー計算；Ｓ＞ら
ビタミン類まで科学的に献立を週単位で研究しております。

⑤ご家庭で料理のべんきょうを

どなたにでも作れるメニューです。ご結婚前のお嬢さん、またはベテラン
のお母さん、京都ディナーサービスで今一度料理のレッスンをどうぞ。

⑥お味はお母さんの腕の見せどころ

材料は同じでも昧はそれぞれ。またベテヲンのお母様な・ら工夫しだいで同
じ材料でぃく通りにもメ―ｉーをかえられます。

●●1・

；2人用650円1

●’●・・・

畠・●●Ｒ畠・＆1
寧珊ＸＶノ口ｖノ：：

予約を頂いた分、その日の朝、市場や担当の仕入係が入札してまいります：3人用800円1

から、新鮮そのままの魚・肉・野菜をお届けず’ることができます．：：

器襄な荒？よｊ？；

．とｉｍエあ＜）ｔ－ｉ／＜．。4タ．つｍｍ：

人用1，000円

にあなたの担当員が保冷車で夕食材料を宅配ｖ＞たします．・＼ノ

より新鮮な自然の幸を食卓までお届けする

㎜冨鳶Ｓ糞宇治市木幡中村29－1京都資Ｘ＝り＝ビス

ＴＥＬ0774（4㈹

Λ
ゴ
ミ
の
収
集
Ｖ

大
号
つ
じ
で
出
た

一
般
の
燃
え
る
ゴ
ミ

は
、
次
の
定
期
収
集

日
に
集
め
ま
す
。
ま

た
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

は
↑
ｉ
の
収
集
日
程

衷
及
ぴ
、
八
月
一
日

毎
希
政
だ
よ
り
四
回

の
日
程
異
に
従
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

Λ
ご
協
力
を
・
・
・
Ｖ

住いの風通し

伝染病の予防にも
マ
ッ
ト
レ
ス
、
ぺ
″
ド
や
そ
の
他

の
家
具
な
ど
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と

し
て
集
め
ま
す
。

▽
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
当
日
に
き
ち
ん

と
整
理
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
テ
レ
ビ
・
電
子
レ

もえないゴミ収集日程表

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の

月
2
回
収
集
実
施
へ

字名で新表記


	page1
	page2
	page3
	page4

